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視
察
に
訪
れ
た
の
は
、
バ
ー
バ

ラ
・
ワ
ー
ム
ベ
イ
ン
さ
ん
（
ド
イ
ツ

電
子
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
研
究
所
）、

ぺ
リ
ン
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ド
ゥ
ジ
ュ
さ
ん

（
フ
ラ
ン
ス
国
立
核
物
理
素
粒
子

物
理
研
究
所
）、
高
橋
理
佳
さ
ん

（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機

構
・
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）
の
３
人
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
機
関
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
は
じ

め
と
す
る
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
の

研
究
・
開
発
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

初
日
の
３
日
は
、
一
関
市
大
東
町

の
建
設
候
補
地
や
市
中
心
部
の
商

業
施
設
を
視
察
し
た
ほ
か
、
Ｉ
Ｌ

Ｃ
の
大
型
機
材
や
部
品
の
陸
揚
げ

拠
点
と
し
て
想
定
さ
れ
る
宮
城
県

気
仙
沼
市
の
港
を
、
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
様
子
を

理
解
す
る
た
め
陸
前
高
田
市
を
訪

れ
た
。
翌
４
日
は
、
奥
州
市
の
建

設
候
補
地
や
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｌ
Ｂ

観
測
所
を
視
察
し
た
ほ
か
、
地
質

調
査
で
採
取
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
コ

ア
（
岩
の
標
本
）
で
岩
盤
を
確
認
。

　

視
察
を
終
え
、
ワ
ー
ム
ベ
イ
ン

さ
ん
は
「
北
上
サ
イ
ト
が
Ｉ
Ｌ
Ｃ

の
立
地
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
地

域
の
い
た
る
所
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
看
板

や
の
ぼ
り
旗
が
あ
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に

対
す
る
熱
意
を
感
じ
た
」、
ロ
ワ
イ

ヤ
ド
ゥ
ジ
ュ
さ
ん
は
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
建

設
候
補
地
を
具
体
的
に
見
る
こ
と

が
で
き
、
非
常
に
よ
か
っ
た
。
こ
の

地
域
に
は
世
界
遺
産
の
平
泉
が
あ

り
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、

文
化
と
科
学
が
調
和
し
た
地
域
に

な
る
」、
高
橋
さ
ん
は
「
今
回
の
視

察
で
２
人
に
は
、
海
外
の
研
究
所

か
ら
一
関
市
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
１
人

で
来
て
も
ら
っ
た
。
新
幹
線
は
快

適
だ
が
、
乗
車
券
と
特
急
券
の
購

入
な
ど
シ
ス
テ
ム
が
複
雑
と
感
じ

た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
で
は
当
た

り
前
の
こ
と
が
海
外
で
は
そ
う
で

は
な
い
こ
と
も
多
い
」
と
感
想
を

述
べ
た
。
ま
た
、
海
の
近
く
に
立

地
し
て
い
る
加
速
器
研
究
施
設
が

世
界
的
に
例
が
な
い
こ

と
に
も
触
れ
、
北
上
サ

イ
ト
は
、
山
や
海
な
ど

自
然
に
恵
ま
れ
、
景
観

も
よ
く
、
研
究
環
境
に

非
常
に
適
し
て
い
る
と

好
印
象
を
持
っ
た
様
子

で
あ
っ
た
。

　

一
方
、「（
商
業
施
設

の
）
各
コ
ー
ナ
ー
や
商

品
に
英
語
表
記
が
あ
る

と
い
い
」、
ま
た
、
家
族

で
訪
れ
る
外
国
人
研
究
者
も
多
い

こ
と
か
ら「
保
育
所
な
ど
子
ど
も
を

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
環
境
整
備

が
必
要
」な
ど
課
題
を
指
摘
し
た
。

　

一
行
は
視
察
後
、
県
や
市
の
担

当
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
海
外

に
向
け
た
情
報
発
信
の
あ
り
方
や

外
国
人
研
究
者
の
生
活
の
様
子
な

ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
て

い
た
。

生
活
環
境 

「
完
璧
」と
の
評
価

〜
Ｌ
Ｃ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
建
設
候
補
地
視
察
〜

　

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
広
報
活
動
を
展
開
す
る
Ｌ
Ｃ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
３
人
は
、
２
月
３
・
４
日
の
２
日
間
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の

建
設
候
補
地
で
あ
る
北
上
高
地
や
周
辺
の
生
活
環
境
を
確
認
す
る
た
め
、

一
関
市
内
な
ど
を
視
察
し
た
。
一
関
市
を
は
じ
め
と
す
る
圏
域
の
生
活
環

境
に
つ
い
て
「
自
然
が
豊
か
で
食
べ
物
も
お
い
し
い
。
市
街
地
は
公
共
交

通
機
関
も
あ
り
、
（
外
国
人
研
究
者
な
ど
が
）
住
む
場
所
と
し
て
は
完

璧
」
と
評
価
し
、
現
地
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
各
国

に
情
報
発
信
し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

商業施設を視察するＬＣコミュニケーター

大東町大原地内で説明を受けるＬＣコミュニケーター

インターネットで北上サイトを紹介

◆ＬＣコミュニケーター建設候補地視察
◆大原自治公民館等連合会視察研修
◆R I P  ＩＬＣ講演会
◆大東高校出前講座
◆各種イベントでＩＬＣをピーアール
◆H26年度ＩＬＣ関連予算
◆庁内連絡会議の設置
◆ＩＬＣに関するQ＆A



　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
加
速
器
建
設
ル
ー
ト

の
中
心
（
衝
突
点
）
と
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
る
大
東
町
大
原

地
区
の
自
治
会
長
で
組
織
す
る
大

原
自
治
公
民
館
等
連
合
会
（
菅
原

五
三
男
会
長
）
と
大
原
公
民
館

は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
立
地
評
価
会
議
が
Ｉ

Ｌ
Ｃ
の
国
内
候
補
地
と
し
て
北
上

高
地
を
選
定
し
た
こ
と
を
受
け
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
今
後
の
地
域
づ
く
り
に

生
か
そ
う
と
、
昨
年
11
月
28
日
か

ら
29
日
に
か
け
て
、
つ
く
ば
市
の

Ｋ
Ｅ
Ｋ
と
つ
く
ば
市
役
所
を
訪
れ

視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

　

研
修
に
は
、
大
原
地
区
の
自
治

会
長
ら
20
名
が
参
加
。

　

初
日
は
Ｋ
Ｅ
Ｋ
を
視
察
。
到
着

後
、
施
設
の
概
要
や
Ｋ
Ｅ
Ｋ
で
行

わ
れ
て
い
る
実
験
・
研
究
を
紹
介

す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、
そ
の

後
、
超
伝
導
リ
ニ
ア
ッ
ク
試
験
施

設
と
Ｂ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
実
験
施
設

を
見
学
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
使
用
す
る
測

定
機
器
は
、
視
察
し
た
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

Ｅ
測
定
器
よ
り
一
回
り
大
き
い
こ

と
、
ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
は
そ
の
測

定
器
が
２
台
必
要
な
た
め
、
衝
突

点
の
地
下
に
は
大
空
洞
が
で
き
る

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
実

験
の
結
果
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

介
し
て
海
外
か
ら
も
入
手
可
能
で

あ
る
た
め
、
実
験
施
設
の
近
く
に

い
な
く
て
も
研
究
は
行
え
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
衝
突
点
付
近
に
は
、
ど
の
よ
う

な
施
設
が
で
き
る
の
か
」
な
ど
自

分
た
ち
の
地
域
に
重
ね
合
わ
せ
意

欲
的
に
質
問
を
行
っ
て
い
た
。

　

２
日
目
は
つ
く
ば
市
役
所
を
訪

れ
、「
筑
波
研
究
学
園
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
」
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
そ
の
後
、
市
役
所
周
辺
や

工
業
団
地
、
つ
く
ば
駅
周
辺
な
ど

を
見
学
し
た
。

　

市
の
担
当
者
か
ら
「
つ
く
ば
市

は
、
昭
和
38
年
度
に
研
究
学
園
都

市
建
設
が
閣
議
了
解
さ
れ
、
今
年

度
で
50
周
年
。
市
内
で
は
各
種
記

念
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
」、

ま
た
、「
開
発
が
始
ま
っ
た
当
初

は
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
道
路
だ

け
が
先
行
し
て
整
備
さ
れ
た
。
最

近
に
な
り
、
よ
う
や
く
街
の
姿
が

で
き
つ
つ
あ
る
。
都
市
が
形
成
さ

れ
る
に
は
長
い
年
月
が
必
要
」
と

の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
、
ま

ち
づ
く
り
に
即
効
薬
は
な
く
、
息

の
長
い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る

と
の
認
識
を
新
た
に
し
た
。

　

つ
く
ば
市
の
現
在
の
課
題
と
し

て
は
、「
近
年
、
市
内
へ
の
定
住

者
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
に
伴

い
、
都
心
部
へ
の
所
要
時
間
が
短

縮
さ
れ
、
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
い

た
人
が
都
心
部
か
ら
通
勤
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
市
内

の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
等
の
需
要
が
減

少
し
て
い
る
」
こ
と
、「
国
家
公

務
員
宿
舎
売
却
後
の
跡
地
利
用
と

そ
の
施
設
の
環
境
悪
化
」
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
開
発
に
着
手

す
る
際
、
地
域
住
民
の
反
対
は
な

か
っ
た
の
か
」
な
ど
、
住
民
と
行

政
の
関
係
に
つ
い
て
の
質
問
が
多

く
発
言
さ
れ
た
。
市
の
担
当
者
の

説
明
で
は
「
開
発
は
国
主
導
で

進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
最
近
に
な

り
、
よ
う
や
く
市
が
携
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
市
で
は
、
当
時
の
詳

し
い
状
況
は
分
か
ら
な
い
。
し
か

し
、
当
時
反
対
し
た
地
域
は
手
つ

か
ず
で
残
っ
て
お
り
、
逆
に
地
域

か
ら
の
要
望
で
、
最
近
に
な
り
開

発
が
進
ん
だ
地
域
も
あ
る
」
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

大
原
地
区
で
は
こ
れ
ま
で
も
自

治
会
単
位
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
講
演
会
を
実

施
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ

に
関
す
る
勉
強
を
行
っ
て
き
た

が
、
今
回
の
視
察
研
修
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ

に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

に
対
す
る
理
解
が
一
層
深
ま
っ
た

研
修
で
あ
っ
た
。

　

一
関
市
及
び
平
泉
町
の
異
業
種

交
流
団
体
・
両
磐
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
プ
ラ
ザ
（
Ｒ
Ｉ
Ｐ
）
と
一
関

商
工
会
議
所
が
主
催
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ

講
演
会
が
、
昨
年
12
月
２
日
、
市

内
萩
荘
の
一
関
工
業
高
等
専
門
学

校
で
行
わ
れ
、
東
北
大
学
・
岩
手

大
学
客
員
教
授
で
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ
名
誉

教
授
の
吉
岡
正
和
氏
が
「
国
際
リ

ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
計
画
と
東
北
の

未
来
」
と
題
し
講
演
を
行
っ
た
。

　

会
員
企
業
や
市
民
約
１
２
０

人
が
聴
講
。
講
演
で
吉
岡
教
授

は
、
研
究
機
関
と
連
携
し
新
産
業

を
創
出
し
た
米
国
の
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
を
例
に
挙
げ
、
こ
の
地
域
に

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

〜
大
原
自
治
公
民
館
等
連
合
会
視
察
研
修
〜

地
元
企
業
の
参
画
に
よ
る

「
シ
リ
コ
ン
ヒ
ル
ズ
」の
実
現

〜
Ｒ
Ｉ
Ｐ　
Ｉ
Ｌ
Ｃ
講
演
会
〜

ＫＥＫで加速器を見学

つくば市役所での研修の様子

つくば市役所前で参加者の集合写真

講演をする吉岡教授



Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
核
と
し
た
「
シ
リ
コ
ン

ヒ
ル
ズ
」
を
つ
く
り
た
い
と
語
っ

た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
建
設
・
運

用
に
は
地
元
企
業
の
積
極
的
な
関

わ
り
が
不
可
欠
と
し
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ
か

ら
仕
事
を
受
注
し
て
い
る
中
小
企

業
の
事
例
を
紹
介
す
る
な
ど
「
来

る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
ら

動
き
、
仕
事
を
取
り
に
行
っ
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。
さ
ら
に

「
日
本
初
の
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
に
よ
り
、

若
い
世
代
が
希
望
を
持
て
る
『
東

北
ル
ネ
サ
ン
ス
』
を
世
界
に
発
信

し
て
い
く
。
そ
こ
か
ら
東
北
の
未

来
も
見
え
て
く
る
」
と
強
調
。

　

会
場
か
ら
は
「
日
本
学
術
会
議

は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
建
設
を
『
時
期
尚
早
』

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
費
が

巨
額
で
他
分
野
の
研
究
予
算
に
影

響
を
与
え
る
の
で
は
」
と
の
質
問

が
あ
り
、
吉
岡
教
授
は
「
今
結
論

を
出
す
の
は
時
期
尚
早
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
国
と
し
て
初
め
て
Ｉ

Ｌ
Ｃ
の
調
査
検
討
費
を
計
上
し
、

国
が
研
究
者
と
一
体
と
な
り
検

討
し
て
い
く
。
予
算
の
取
り
合
い

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
新
し
い

分
野
・
技
術
の
創
造
に
よ
り
、
今

あ
る
科
学
分
野
に
も
好
影
響
を
与

え
る
」
と
回
答
。
ま
た
、「
Ｉ
Ｌ

Ｃ
の
実
現
に
は
地
域
の
理
解
が
重

要
で
あ
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
研
究
成
果

な
ど
を
も
っ
と
ピ
ー
ア
ー
ル
す
べ

き
」
と
の
意
見
に
対
し
て
、「
行

政
に
よ
る
ピ
ー
ア
ー
ル
だ
け
で
な

く
、
今
日
参
加
の
皆
さ
ん
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
情
報
発
信
し
て
欲
し

い
」
と
改
め
て
地
元
企
業
の
参
画

を
求
め
た
。

　

１
月
22
日
、「
地
域
に
生
き
る
」

を
主
題
に
生
徒
が
地
域
を
理
解

し
、
将
来
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
出
前
講
座
が
、

県
立
大
東
高
校
で
行
わ
れ
、
勝

部
市
長
が
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
や
っ
て
く

る
」
と
題
し
講
演
を
行
っ
た
。

　

１
年
生
約
１
５
０
人
を
前
に
勝

部
市
長
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
実
現
し
た

場
合
の
地
元
に
お
け
る
雇
用
の
場

（
仕
事
）に
つ
い
て
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に

携
わ
る
職
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
直

接
携
わ
る
職
と
し
て
は
、
科
学

者
や
研
究
者
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の

建
設
工
事
や
機
器
の
組
み
立
て
、

製
造
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
技

術
者
な
ど
が
あ
る
。
間
接
的
に
携

わ
る
職
と
し
て
は
、
国
際
研
究
所

の
事
務
職
員
や
宿
泊
施
設
を
は
じ

め
と
す
る
研
究
所
内
の
施
設
の
職

員
。
さ
ら
に
は
研
究
所
内
の
食
堂

の
調
理
員
や
食
材
の
納
入
業
者
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
」
と
述
べ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
の
例
を

示
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
伴
う
地

域
の
変
化
に
つ
い
て
語
っ
た
。
参

加
し
た
生
徒
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
携
わ

る
仕
事
を
し
て
い
る
将
来
の
自
分

た
ち
を
想
像
し
な
が
ら
、
講
演
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

市
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
東
北
実
現
に
向

け
た
機
運
を
醸
成
す
る
た
め
、
新

年
賀
詞
交
換
会
や
産
業
ま
つ
り
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
Ｉ
Ｌ

Ｃ
の
パ
ネ
ル
・
の
ぼ
り
旗
な
ど
の

掲
示
や
Ｉ
Ｌ
Ｃ
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上

映
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
12
日
、
一
関
市
総
合
体
育

館
「
ユ
ー
ド
ー
ム
」
で
開
か
れ
た

「
平
成
26
年
一
関
市
成
人
式
」
の

会
場
に
も
パ
ネ
ル
等
を
掲
示
し
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を

ピ
ー
ア
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

成
人
式
に
出
席
し
た
國
松
佑
丞

さ
ん
（
20
・
仙
台
市
）
は
「
世
界

的
な
大
規
模
実
験
施
設
が
、
地
元

に
で
き
る
の
は
光
栄
な
こ
と
。
Ｉ

Ｌ
Ｃ
を
き
っ
か
け
に
過
疎
化
や
高

齢
化
が
進
む
地
域
が
活
性
化
し
、

潤
っ
て
ほ
し
い
」
と
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実

現
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
２
月
19
日
、
市
内
を
中

心
と
し
た
も
の
づ
く
り
企
業
59
社

が
参
加
し
、
ベ
リ
ー
ノ
ホ
テ
ル
一

関
で
行
わ
れ
た
「
企
業
情
報
交
換

会 

in 

い
ち
の
せ
き
」
で
は
、
参

加
し
た
企
業
や
来
場
し
た
多
く

の
市
民
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
パ
ネ
ル
や

紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
目
を
と
め
、「
Ｉ

Ｌ
Ｃ
実
現
の
可
能
性
は
」「
会
社

で
持
っ
て
い
る
技
術
が
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に

ど
の
よ
う
に
生
か
せ
る
か
」「
Ｉ

Ｌ
Ｃ
で
は
ど
の
よ
う
な
工
事
が
行

わ
れ
る
の
か
」
な
ど
の
質
問
を
寄

せ
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
へ
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
生
き
る

〜
大
東
高
校
出
前
講
座
〜

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
ピ
ー
ア
ー
ル

〜
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
パ
ネ
ル
等
を
掲
示
〜

聴講する参加者

出前講座で講演する勝部市長

成人式でのパネル等の掲示

企業情報交換会での出展の様子
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Ｉ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
関

発
展
の
基
軸
と
位
置
づ
け
、「
と

も
に
拓
こ
う　

ふ
る
さ
と
新
時

代
」
と
銘
打
っ
た
平
成
26
年
度
一

関
市
当
初
予
算
の
う
ち
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

関
連
予
算
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
Ｉ
Ｌ
Ｃ
調
査
事
業

　
　
　
（
１
，
２
４
２
万
円
）

▼ （
仮
称
）学
術
研
究
都
市
構
想
策

定
委
託（
１
，
０
０
０
万
円
）

▼
Ｋ
Ｅ
Ｋ
等
視
察
旅
費

　
（
２
１
６
万
円
）

②
普
及
啓
発
事
業

　
　
　
（
１
，
１
２
８
万
円
）

▼
Ｉ
Ｌ
Ｃ
講
演
会・セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
（
１
８
６
万
円
）

▼
Ｉ
Ｌ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
発
行

　
（
２
０
８
万
円
）

▼ 

普
及
啓
発
用
チ
ラ
シ
・
バ
ッ
ジ

等
作
製（
２
０
３
万
円
）

▼ 

英
語
対
応
Ｉ
Ｌ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
製（
２
０
０
万
円
）

▼
Ｉ
Ｌ
Ｃ
看
板
の
設
置
等

　
（
２
２
０
万
円
）

　

こ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
連
し
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
国
際

感
覚
を
身
に
付
け
る
た
め
、
▼
児

童
生
徒
が
地
域
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
地
域
の
宝
な
ど
を
国
内
外

に
情
報
発
信
す
る
事
業
、
▼
筑
波

研
究
学
園
都
市
へ
の
中
学
生
最
先

端
科
学
体
験
研
修
事
業
、
▼
英
語

で
の
生
活
を
基
本
と
す
る
英
語
の

森
キ
ャ
ン
プ
事
業
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
▼
外
国
語
指
導
助
手
の

増
員
、
▼
理
科
学
習
支
援
員
の
配

置
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
連
産
業
へ
の
地
域

企
業
の
関
わ
り
や
参
入
の
促
進
を

図
る
た
め
、
▼
科
学
技
術
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

市
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
庁
内

の
情
報
共
有
と
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
に

向
け
た
事
業
の
調
整
協
議
を
行
う

「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
庁
内
連
絡
会
議
」
を
、

昨
年
12
月
３
日
付
で
設
置
し
た
。

庁
内
連
絡
会
議
は
、
市
長
、
副
市

長
、
部
長
級
の
職
員
等
で
構
成

し
、
連
絡
会
議
の
下
に
所
掌
事

務
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行
う

た
め
、
課
長
級
の
職
員
に
よ
る

２
つ
の
検
討
部
会
を
、
さ
ら
に

詳
細
の
検
討
を
行
う
た
め
、
係

長
級
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
置
し
た
。

　

第
１
回
連
絡
会
議
は
12
月
９

日
に
開
催
し
、
あ
い
さ
つ
で
勝

部
市
長
は
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
よ
う
な

国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
国
内

に
参
考
と
な
る
事
例
は
な
く
、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

全
庁
的
な
視
点
で
取
り
組
み
が

必
要
」
と
述
べ
、
市
が
一
丸
と

な
っ
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
講
演
会
な
ど

で
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
を
紹
介

し
ま
す
。

▼
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
い
つ
で
き
る
の
？

　

建
設
候
補
地
の
評
価
や
日
本
政

府
の
意
思
決
定
後
、
政
府
間
協
議

が
行
わ
れ
、
２
０
１
０
年
代
半
ば

に
建
設
地
が
決
定
し
ま
す
。
そ
の

後
、
建
設
に
10
年
ぐ
ら
い
か
か
る

た
め
、
完
成
は
２
０
２
０
年
代
後

半
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

▼�

Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
放
射
線
が
発
生
し
、

危
険
で
は
な
い
の
？

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
加
速
器
は
、
医
療
用

Ｘ
線
撮
影
装
置
や
が
ん
治
療
装
置

と
同
様
に
、
運
転
中
は
加
速
器
内

で
放
射
線
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、放
射
線
が
ト
ン
ネ
ル
か
ら
漏

出
し
な
い
よ
う
法
律
に
基
づ
く
十

分
な
遮
へい
対
策
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
加
速
器
で
発

生
す
る
放
射
線
は
滞
留
性
が
な
い

た
め
、
た
だ
ち
に
消
滅
し
ま
す
。

ま
た
、
運
転
を
停
止
す
れ
ば
放
射

線
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

▼
自
然
へ
の
影
響
は
な
い
の
？

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
地
下

施
設
の
た
め
自
然
環
境
に
与
え
る

影
響
は
極
め
て
小
さ
い
と
考
え
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
貴
重
な

動
植
物
の
生
息
地
を
避
け
る
と
と

も
に
自
然
環
境
の
調
査
を
行
い
、

影
響
は
最
小
限
に
と
ど
め
ま
す
。

▼
電
力
は
不
足
し
な
い
の
？

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
運
転
に
必
要
な
電
力

は
16
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
将
来
的
に

は
23
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
で
、
今
の

電
力
供
給
で
十
分
間
に
合
う
と
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
力

消
費
が
多
い
時
期
に
は
運
転
を
停

止
し
ま
す
。

強
調
。
会
議
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画

の
現
状
や
最
近
の
動
向
の
ほ
か
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
に
向
け
た
課
題
な
ど

を
報
告
し
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を

ま
ち
づ
く
り
の
基
軸
に

〜
Ｈ
26
年
度
市
当
初
予
算
〜

Ｉ
Ｌ
Ｃ
庁
内連絡

会
議
設
置

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
知
ろ
う

（
よ
く
あ
る
質
問
）

庁内連絡会議・体制図

WG＝ワーキング・グループ

ILC庁内連絡
会議

生活支援
WG

インフラ整備
WG

育児・教育・
医療WG

まちづくり
WG

まちづくり・
インフラ整備検討部会

生活環境・
研究環境検討部会

H25年度に行ったＩＬＣ特別授業
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